
発言通告書（総括表） 
平成２４年 第２回 定例会 代表質問 

ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を求 

める者 

１ 
髙山議員 

（自民） 

○千代田区の商工と観光施策

について 

 

 

 

○歯科及び口腔保健の推進に

ついて 

 

○子どもの予防接種について 

○観光施策をいかに具現化していくか 

○区と観光協会との役割のすみ分け 

○地域の発意をどう引き出していくか 

○タウンマネージメントの検証も含め活用をどう商工観光に結びつけていくか 

 

○歯科口腔保健に関する条例制度化に向けて検討状況、スケジュール 

 

 

○ポリオ生ワクチンの接種で事故が起きているが、安全なポリオ不活化ワクチンの

導入について 

区長及び関

係理事者 

２ 
安岡議員 

（千代田） 

○防災 

・首都直下型長周期地震 

・浸水対策 

 

○教育 

・学校教育 

・発達障がい対策支援 

・療育事業について 

 

○千代田区型地区計画 

・課題と問題点 

・将来の展望 

 

区の対策と役割 

 

 

 

区立学校の今後の課題など 

 

 

 

 

これまでの成果と今後の課題について 

区長並びに

関係理事者 

 

 

３ 

 

 

 

 

飯島議員 

（共産） 

 

 

 

１）「脱原発」について区長の

見解を問う 

 

 

 

「住民の生命・財産を守る首長の責務をはたし、安全な社会を実現させるために

できるだけ早期に原発をゼロにする」ための「脱原発をめざす首長会議」が発足し

た。 

区長も加盟し、危険な原発に頼らないエネルギー政策に国が踏み出すよう働き掛

けることを求める。 

 

 

区長並びに

教育長 
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ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を求 

める者 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

飯島議員 

（共産） 

 

２）安心できる医療保険制度に

ついて 

 

 

 

３）区立学校教育について 

高すぎる保険料と、病院にいくのをためらわざるを得ない窓口負担の負担軽減で

皆保険制度の危機を回避することが必要。 

① 国民健康保険料の負担軽減を求める 

② 一部負担金（窓口負担）の軽減を求める 

 

日本の学校教育は世界の流れの中で、転換が迫られている。子どもたちが学ぶ喜

びを実感できる教育環境整備が急がれている。 

① 「生きる力を身につける」ための教育に、競争を持ち込むことについて見解を問

う 

② 少人数学級編成の検討を求める 

③ 私費負担の軽減を求める 

 

 

 

 

 

区長並びに

教育長 

 

４ 
山田議員 

（公明） 

防災対策について 

 

 

教育について 

 

 

 

区政に臨む基本姿勢について 

 

 

・被災地への継続的支援を 

・地域防災計画の改定点に関連して 

 

・子どもを幸福にする社会 

・高等教育への考え方 

 

区長、教育

長、関係理事

者 



発言通告書（総括表） 
平成２４年 第２回 定例会 代表質問 

ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を求 

める者 

５ 
小林た議員 

（声） 

１．各地の建築をめぐる紛争に

区は、どう対応できるか。 

 

 

 

２．補助金の全体的見直しにつ

いて 

１.ゾーニングについて 

２.天空率の認識について 

３.その他、住民の立場に立った対処方法や形態率等について等 

 

１.すべての補助金を対象にそのあり方を検討することになっているが現状どこま

で進んでいるのか。 

２.全体の情報が一元化し管理されているか。 

３.情報公開されているか。 

４.公平・公正な制度づくりの方法について等。 

区長並びに

関係理事者 

６ 
小枝議員 

（民主） 

１ 公有地等活用の考え方につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 障がい児教育環境の整備に

ついて 

区有地を中心とする公有地活用は千代田区の将来にとって大変重要な意味を持っ

ている。 

千代田区財産活用方針(案)では読み取れないいくつかの事項および今後の考え方

について伺う。 

１.基本理念は何か。 

２.公有地活用方法の住民意識調査の必要性。 

３.地域別特性と地域ごとのニーズの意向調査。 

４.必需施設の全体像は区民に示されているのか。 

５.災害復旧の視点、景観・歴史文化の観点から活用を図る視点はないか。 

６.国公有地、都有地、民有地に関しての情報を把握し、相互に活用連携する横断的

組織が必要ではないか。 

７.財政状況が良好な千代田区が、売却する対象土地があるのか。都市環境・防災の

ため、公有地拡大をする視点はないのか。 

 

特別支援学級が小中学校に各１校しかない千代田区で、送迎バスの必要性について

認識は。 

(仮称)子ども発達センターオープンにあたり、小、中、高校における相談および支

援は、どこがどのように行うのか。 

区長並びに

関係理事者 

 


